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人々がコロナワクチン接種を躊躇する社会経済的要因を 

明らかにしました 
～ COVID-19 ワクチン接種の効率化に科学的なエビデンスを提示 ～ 

 

【本研究成果のポイント】論文掲載  

● 20２１年２月に実施した全国調査（※）結果を分析し、人々がコロナワクチン接

種を躊躇する社会経済的要因を明らかにしました。 

● コロナワクチンの接種が無償で受けれるようになった際に、ワクチン接種をする

かを聞いたところ、47％の回答者が積極的に接種を受けたいと回答した一方、

22％の回答者が接種に消極的で、31％の回答者が態度を決めかねていることがわ

かりました。この結果は、５３％の回答者がワクチン接種に躊躇していることを意

味します。 

● ワクチン接種にネガティブな影響を与える社会経済的属性としては、性別（女性）、

年齢、主観的な健康不安、子供がない、家計収入および家計資産が低い、金融リテ

ラシーが低い、将来不安が大きい等がわかりました。コロナワクチンの早期普及に

よる集団免疫獲得に向け、効果的なワクチン接種への応用が期待されます。 

 
（※）株式会社日経リサーチの協力を得て調査を実施。 

   【調査方法】インターネットによる調査（全国の 20 歳以上の男女を対象） 

   【調査時期】2021 年 2 月 19 日～26 日 

   【有効回答者数】 6,103（有効回答割合 ３５％） 

 

【概要】 

広島大学大学院人間社会科学研究科経済学プログラム 角谷快彦教授らの研究グル

ープは、株式会社日経リサーチの協力を得て、20２１年２月に全国でコロナワクチ

ン接種への人々の反応を聞いたデータを分析しました。人々のワクチン接種への態度

にはさまざまな社会経済的要因が影響を及ぼしていることを明らかにしました。 
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【背景】 

COVID-19 のパンデミックにより、人々の健康不安が高まるのみならず、社会生

活も大きな影響を受けています。この問題を解決する有効な手段の一つが、コロナワ

クチンの早期普及による集団免疫の獲得ですが、必要なワクチンを確保した後も、

人々が積極的にワクチンを摂取する行動を取るかどうかは未知数です。 

 

【研究成果の内容】 

 今回、角谷教授らの研究グループは、株式会社日経リサーチの協力を得て、20２

１年２月に独自に全国調査を実施し、そのデータを分析。人々のワクチン接種の態度

とそれに影響を与える社会経済的要因の分析を試みました。 

 

その結果、早期の集団免疫獲得の観点からみて、ワクチン接種に対する人々の態度

は改善の余地が大きいことが明らかになりました。 

 効率的なワクチン接種には、ターゲットとする層に適した設計をすることが重要で

す。本研究結果は、回答者の社会経済的属性がワクチン接種に対する態度に大きな影

響を与えていることを示しています。パンデミックによる混乱から社会を立て直す、

集団免疫の早期獲得のための政策に科学的な示唆を提供することができました。 
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